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最

近

の

世

界

経

濟

1

朝

鮮

擾

齪

後

二

年

間

の

推

移

i

島

-

本

虫一品
吊

第

二
次
世
界

大
職

終
了
後

、
朝
鮮
擾
観

が
始

ま

つ
旗

U
九

五
〇

年

の
宋

ま
で

の
、

世
界
経
濟

の
動
匙
な

主

と
し
て
、

國
際
経
濟

銀
行

の
年
報
な
材
料

と

し
て

取
ま

と

め
旗

こ
と
が
あ

つ
れ

が

(
毎

日

エ

コ
ノ
ミ

ス
ト
、

二
五
、

一
一
、

五
、
特
集
號

、

拙
稿

「
世
界

の
新
情

勢
ー
安
定

か
ら
再
動
揺

ヘ
ー
し
)
、

こ

＼
に
に
全

じ
く
,木
年
六
月

の
第

二
二
回
全
年
報

に
よ

っ
て
、
朝
鮮
擾
飢
開

始
後

二
年
間

の
大

き
な
動
奇
な

描

い
て
み
穴
。

ス
ケ
ッ
チ
に
も
と

よ
り
十
分

で
な

い
が
、

自
由
諸

國

の
構

成
す

る
い
わ

ゆ
る
世
界
紹
濟

の
底

も
か
な
り

淺

い

こ
と
、

そ

の
間

に
各
國
が
眞

面
目

な
経
濟

政
策
を

と

つ
て

い
る
こ
と
な

ど
が
讃
み

と

つ
て
頂
け
れ
ば
幸

甚
で

あ
る
。

-

、

83

t

世
界
物
慣
の
動
き

一
九

五
〇
年
上
牛
期

朝
鮮
擾
臨

の
直
前

に
お

い
て
は
、
全
世
界
経
濟

の
均
衡
は
よ
ぼ
ど
實

現
さ
れ
そ
う

に
見
え
た
。

一
九
四
九
年

に

見
ら

れ
た
米

國

の
景
氣
沈
滞

は
絡
結
を

つ
げ
、

一
九
五
〇
年

の
春
以
來
は

、
主
と
し
て
建
築

活
動

の
増
大

の
影
響
を
う
け

て
、
米
國
経
濟

ゴ

の
好
韓

は
加
速
度

的
と
な

つ
て
い
た
。
こ

の
米
國

の
繁
榮

は
世
界
各
地
に
よ

い
刺
戟
を
與

え
た
。
東

南

ア
ジ

ア
其
他

の
原
料
生
産

地
域

で

ノ

リ

は
職
箏

に
よ
る
荒

塵

が
復
醤

せ
ら

れ
、
米
國

市
場

へ
の
輪

出

に
よ
る
ド
ル
獲
得
が
壇
加

し
、
そ

の
結

果

三
角
貿
易

の
有
力
な
婚

當
者
と
し

最

近

の

世

界

経

濟
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ピ

1

偽

食

臨

學

討

究

第
三
巻

第
三
號

。

て
再
登

場
し
う
る
や

に
見

え
た
。
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
は
生
産
増
加
と
豫
算
均
衡

の
努
力

が

つ
虻
け
ら
れ
た
。
職
孚

の
遺

産

で
あ

つ
た
過
剰

図

通
貨

の
虜
置

に
つ
い
て
も
良
好
な
進
歩
が
と
げ

ら
れ

,
経
常
投

資
は
本
來

の
國
内

貯
蓄

に
ょ

つ
て
賄

わ
れ
る
度
合

が
増
加

し
、
外
國

の
援

助

が
更

に
こ
れ
を
助
け
た
。

(
一
九

五
〇
年

に
は

マ
ー

シ
ャ
ル
援
助

は
最
高
額

と
な

つ
た

)

一
九

四
九
年

の
秋

の
通
貨

慣
値
引
下

は
、

ヨ

ー

ロ
ツ
パ
と
ド
ル
地
域

の
通
貨

の
間

の
關

係
を
よ
り
實
際

的
な
ら

し
め
た

。

(
そ

の
結
果

切
下
國

岱
の
資
金

の
逆

流
が
起

つ
た
)
脛
常
勘

定

で
は
西

ヨ
ー

ロ
ツ
パ

の
國
際
牧
支

は
、

一
九
五
〇
年

の
上
孕
期

の
六
ケ
月

で
は
支
彿
超

過
が
九
三
〇
百
万
ド

ル
に
す
ぎ
す

、

一
九
四
七

年

の
上
牛
期

に
比

ぺ
て
四
分

の

一
以
下
と

い
う
歌
態

で
あ

つ
た
。

こ
の
期
間

に
は
殆
ん

ど
す

べ
て
,の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
國

々
は
そ

の
通
貨
準

備
を
増
加
す
る

こ
と
が

で
き
た
。
し
だ

が
つ
て
O
E
E
C

の
主
唱
す

る
貿
易

の
障
害

排
除

の

一
進
展

が
期
待
せ
ら
れ
た

。

一
九

五
〇
年
七

月

か
ら
効
力
を
生
す

る
に
い
た

つ
た

ヨ
ー

ロ
ツ
パ
支
佛
同
盟

の
特
殊

の
機

構
が

こ
れ
を

助

け
た

こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
。

し
か
し
均
衡
は
な
お
確
實

で
な
か

つ
た

。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
國

の
輕
濟

は
強
化

さ
れ
た
ど

は
い
う
も
、の
㌦
,
都
合

の
よ

い
條
件

は
長
期

に

亘

つ
て
概
綾
す
る
わ
け
に
行
か
な

か

つ
た
。
.各
國

経
濟

の
抵
抗
力

は
、
相

つ
買
い
て
二

つ
の
甚

だ
嚴

し
い
試
錬

に
直
面
す

る
こ
と
と
な

つ

た

。ω

一
九
五
〇
年
央

の
朝
鮮
擾
胤

の
勃
稜

'

⇔
そ

の
後

一
年
或

い
は
そ
れ
以
上

の
間
隔

を
お

い
て
、

一・
九
五

一
年

に
激
け
る
漸

吹
各
國

に
お
よ
ん
だ
再
軍
備
問
題

朝

鮮
擾
飢

の
た

め

,
最
も
影
響
を
う
け
た

の
は
米
國

で
あ
り
、
當
然

の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
輪

入

増

加

を
は
か

つ
た
第

一
の
國

で
あ

る
。
米
國
よ
り
の
需

要
は
、
政
府

に
よ

る
も

の

(
職
略
物
資
貯
藏

)
民
間

経
濟

に
よ

る
も

の
'
(奉

時

に
お
い
て
も
工
業
原

料

の
世
界
生
産

9

ト

の
約

牛
ぱ
を
吸
牧

し
た
)
と
あ

る
が
、
こ
れ

ら
は
、
世
界
物
償

、
と
く

に
原

料
償
絡

に
大
き
な
影
響

を
與

え
た
。
最
大

の
商
品

ブ

ー
ム
の

一
つ
と
さ
え
な

つ
た
。

、

、

回
顧

し

て
み
る
と
、
過
去
ニ

ケ
年
間

の
物
慣
騰
貴

に
關
連

し

て
、
次

の
二

つ
の
鮎

が
指
摘

に
値

す

る
。
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日
や
は
り
製
品

の
贋
格
は
原

料

の
橿
格
乏
同

一
歩

調

で
騰

貴
し
な

い
か
ら
、
交
易
條
件
は

一
般

に
工
業

國

に
と

つ
て
不
利

と
な

つ
た
。

こ
の
悪
化

の
程
度

は
興
味
深

い
こ
と

で
あ

る
が
、
米
國
と
西
敏

の
主
な

工
業

國
と

で
、
ほ
と

ん
ど
同

一
で
あ

つ
た
。

各
國

の
交

易
條
件

(
郵

蟄
憲
叢
謙
録

十
鐙

〉
鶏
叢
謙
腰
丹)

期

・

間

一
九

四
八

一
九

四
九

一
九

五
〇

上

〃

下

一
九

五

一
上

〃

下

米

國

一
〇
〇

九
七

九

二
八
四

八
〇

七
九

英

國

一
〇
〇

一
〇
〇

九
五

八
八

七
八

八
三

オ
ラ

y
ダ

,
一
〇
〇

九

八

九

五

八

六

八
七

八
八

フ
ラ

y

ス

一
〇
〇

九
三

八
八

八

二

七

六

七
九

西
ド

イ

ッ

一
〇

〇
.

八

八

八

三

七
九

八
四

伽イ

タ
リ

ー

一
〇

〇

一
〇

四

一

一
〇

一
〇

六

売

五
九
八

ベ

ル
ギ

ー

一
〇
〇

一
〇
五

九

三

九

二

九
七

一
〇
四

ス

イ

ス

一
〇
〇

一
〇
八

一

一
六

一

コ
ニ

一
σ

三

一
〇

四

口
も

つ
と
も
贋

格

騰

貴

の
甚

し

か

つ
た

の
は

、

ド

ル
商

品

で
な

く

、

ス
タ

ー
リ

ン
グ

、地
域

お

よ
び

ヨ
ー

ロ
ツ
パ

通
貨

に
附
島

す

る
地
域

の
商

品

で
あ

つ
た

。

'

原

料

商
品

の
騰

貴

割

合

(
一
九

五
〇

年

六
月

比
較

)

引

ド
鉛 銅 棉 砂 小

ル

花 糖 委 商

晶
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一
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五
〇
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二
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九
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'

0

亀

'

%

商

・學

討

究

第

三
巻

第

ミ
號

亜

鉛

・

ス

4
ー

り

y
グ

商

ロ熈

ゴ 錫 コ

〃

ム

(

呂

工

ー

ヨ

葺

ク

)

(

口

y

ド

y

)

羊

毛

こ
れ
は
朝
鮮
擾
配
勃
稜
直
前

の
、

(+)

一
六

・
七

(+)(十)(+)(+)(+)

二 九
`四 四 〇 三 六

　 　 　 　

六 ・五 〇 〇 二

(+)

O

o

(一)(十)(十)(十)(十)

●

七

ニ
ノ、

五

五
●

五
五 九

〇

`

つ
た

こ
と

に
も

よ

る
。

そ

こ

で
擾
齪

と

同

時

に
入

手

難

を

恐
れ

て
、
米

國

が
犬

量

の
輸

入

を
行

つ
た
。

ツ
、

ス
イ

ス
な

ど

も

同

様

の
理
由

か

ら

フ

ル

・
ス
ピ

ー
ド

で
輸

入

を
行

つ
た

。

ラ

ン
ス
は

そ

ん
な

に
あ

わ

て
な

か

つ
た
。

逆

に

一
九

五
〇

年

に
は

そ

の

ス
ト

ッ

ク
を

使

い
グ

く

し
た

。
1

-そ
う

し

て

こ
れ

が

こ
れ
ら

の

國

の
金
お
よ
び
外
國
爲
替
保
有

の
増

加

の

一
因
と
な

つ
た
。

・

と

こ
ろ
が
、
世
界
市
況

の
攣
化

は
早
く
も

一
九
五

一
年

の
ニ
ー

三
月
か
ら

現
わ
れ
た
。
こ
れ
は
朝

鮮

に
お
け
る
職
況

の
推

移
と
關
蓮
が

あ

る
と

い
わ
ね
ば
な

ら
な

い
。
軍
事

的
状
勢

の
改
善

と
同
時
に
、
東

南

ア
ジ

ア
か
ら

の
ゴ

ム
や
錫

の
縫

績

的
入
手
も
期
待
す

る
こ
と
が

で

き
、
況
ん
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
や

ニ
ユ
ー

ジ
ー
ラ

ン
ド
か

ら
の
羊
毛

の
供
給

は
問

題
が
少
く
な

つ
た
。
若

干

の
商
品

の
下
落

が
始
ま

る
と

、

そ
れ
ま

で
市
場
を
支
配

し
て
い
た
魔

法

6
破

ら
れ
た
。
急

に
製
造
業
者

や
、
卸
費

業
者
や
、
小
費
業
者
ま

で
が
、
浩
費
家

の
需

要
に
比

べ

て
、
原

料
そ

の
他

の
ス
ト

ッ
タ
を

持
ち
す
ぎ

て
い
た

こ
と
が
明
か
と
な

つ
た
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら

の
ス
ト

ッ
ク
が
市
場

を
璽
迫

し
て
、
物

一
四

一

二

・

一

ノ

'

ス
タ
ー

リ

ン
グ

地

域
商

品

の
あ

る
も

の

」
債

格

が
、
職

前

に
比

べ

て
も

ほ
と

ん

ど

上

昇

し

て

い
な

か

ベ
ル
ギ

i
、

オ

ラ

ン
ダ

、
西

ド

イ

一
九

五
〇
年

の
夏

中

こ
れ

が

つ

璽
い
た

。

イ

ギ

リ

ス
と

フ

352
'

ノ
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一

し

、置

の
上
昇

を
阻
止

す
る
に
い
た

つ
た
。
都
合

の
よ
か

つ
た

こ
と

に
、
再
軍
備
計
書

が
,
人

々
が

ス
ト

。
ク
増
加

に
狂
奔
し
た

い
た

と
き

で

な

く
、

こ

の
時
期

に
い
た

つ
て
、
そ

の
概
貌
を
現
わ

し
た

こ
と
で
あ

つ
た
。
そ

の
上
、

一
九

五

一
年

の
豊
作

嫁
想
も
あ

つ
て
♂
再

軍
備

に

必
要

な
若

干

の
金
薦
な
ど
を
除

い
て
、
品
不
足

の
感

は
な
く
な

つ
た
。
米
國

の

一
般
民
衆

も
買

焦
り
を
や

め
、

さ
ら

に
國
家
的
非
常

時

に

は
、
貯
蓄
を
増
加
す

る
と

い
う
、
傳
統
的
な
習
慣

に
復
臨
す
る

に
い
た

つ
た
。
そ

う
し

て

一
九

五

一
年

の
春

以
來
世
界
市
場

の
慣
格

水
準

、
は
相
封

的
安
定

の
時
期

に
入

つ
た
。

こ
れ
ら
の
傾
向
は
第

一
次
的

に
米
國

の
物

償
動
向

に
支
配

さ
れ
た
こ
と

は
い
う
ま

で
も
な

い
。

一
九

五

一
年
始

め
か
ら
の
世
界
原
料
品
物
慣

の
推
移
は
吹

の
四

つ
の
時
期

に
分

つ
て
親
察
す

る
こ
と
が
で
き

る
。

の

一
九

五

一
年
始

め

の
ニ
ケ
月

は
前
年
後
牛

の
騰
勢
が

つ
壁
い
た
。
た

讐
物
慣
歌
勢

に
た

い
す
る
新

ら
し

い
態
度
が
現
わ
れ
た
。
そ

の

重

嬰
な

の
は
米
國

の
職
略

物
資
買

付
が
即
時
買
付

か
ら
長
期
取
引

に
攣

つ
た

こ
と
で
あ

つ
た
。

口

一
九
五

一
年

早
春

の
急
落
後
、
下
落
は
年
央

ま

で
つ
壁
い
た
。
ほ
と
ん
ど
凡
て
の
商
品

の
慣
格
は
二

、

二
月

の
高
値
を
す

つ
と
下
廻

つ
た
。
そ

の
大
き
な
例
外

は
銅

で
あ

つ
た
。

㊨
其
後
秋
高

の
豫
想
も
あ

つ
た

が
、
年
央
か
ら
年
末
ま
で

一
投
物
債
は
顯
著
な
安
定
を

示

し
た
。
し
か
し
詳

し
く
は
、
ド
ル
商
品
は
騰

貴
を

つ
璽
け
、

ス
タ
ー
リ

ン
グ
商
品
は
下
落

し
た

の
で
あ
る
。

四

一
九

五
二
年

に
入

つ
て
か
ら
は
、

二
月

に
原

料
品

の
再
下
落

が
あ
り
、
職
後
ほ
と
ん
ど
綴
績
的

で
あ

つ
た
費

手
市
場
も
絡
焉
を

つ
げ

'

る
形
勢

と
な

つ
た
。
し
か
し
各
國

の

一
般
物

償
水
準

は
、
朝
鮮
擾
齪
以
前

に
比

べ

一
〇
ー

五
〇
%

の
上
昇
を
示
し
た
。

一
般
物
債

の
騰
勢

(
一
九

五
〇

・
六
と

一
九

五
二

・
三

の
比
較
)

羅

盤

卸
賓
留

生
婁

米

國

○
%

ご

一
%

一
〇
%

87

カ

ナ

ダ

一
〇

・
〇

一
〇

一
四

最

近

の

世

界

輕

濟

▼
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國
際
原
料
便
格

の
騰
貴

は
、 、

第

三
巻

第

三
號

八

・
〇

一
四

一
四

一
曽
「
・
〇

一
七

〇

・

.

O

=

二

八

三
〇

・
二

二
四

一

一

一
二

・
四

二
五

一
四

三
〇

・
五

二
七

一
三

三
〇

・
五

三
〇

一
七

二
∩
V
・
山
ハ

三
〇

一
三

三
〇

・
五

三
三

一
五

三
〇

・
五

三
三

二
五

一昌
○

・
五

三
五

冒
ニ
ハ

三
〇

。
五

四

四

二
四

.

二
三

・
三

四

四

三
八

四

一
・
〇

四
八

一
八

〇

五
四

四

一

五

三

・
二

六
〇

五
四

コ

ス
ト

の
引

上

と

な

り

、

ま

た

そ

の
金

融

を

通

じ

て

一
般

物

慣

の
引

上

を

も

た

ら

し
た

。

國

に

よ

つ

て

上

昇

の
割
合
が
異

つ
て
い
る
の
は
、
各

國

の
行

つ
た

一
九
四
九
年

秋

の
通
貨
償
値

切
下
と
關
係

が
あ

る
。
、通
貨
傭
値
切
下
は
朝

鮮
擾
齪
勃
獲

の
宏
き
ま
で

に
ま

だ
十
昏
そ

の
影
響

が
各
國
物
債

に
現
わ
れ

て
い
な
か

つ
た
か
ら

で
あ

る
。
こ
れ
ら

の
鮎
を
考
慮
す

る
と
、
朝

鮮
動
齪
を

契
機
と
す

る
か

の
原
料
品
ブ

ー

ム
が
、

こ

の
程
度

の
世
界
物
贋

の
動
描

に
と

堕
ま

つ
た

こ
と
は
、
か
な
り
注
目
す

ぺ
き
鮎

で
な

い
か
と
思

'

う
。

(
こ

の
場

合
ほ

と

ん
唯

一
の
例

外

を
な
す

の
は
日

本

で
あ

る
)

354
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し
た
』か
つ

て
、

一
九
五

一
年

に
原

料
品

お
よ
び
砦

干

の
治
費
財

(
繊
維
、
靴

、
家
庭

用
品
等

)
慣
格

が
下
落

し
始
め
る
と
、
物
償
統
制

や

物
資
割
當

の
塵

止
が
再
開

さ
れ
た
。
市
場
償
格

で
物
資

の
供
給

が
豊

富
と
な
,り
割
當
制
度
な

し

で
や

つ
て
行

け
る
よ
う

に
な

つ
た
。
米

國

の
O
P
A

(
物
償
安

定
局
)
も

一
九

五
二
年

上
牛
期

に
は
、
朝
鮮

擾
齪
後
實
施

1
.
て
い
た
物

償
統
制

の
撤
慶
を
始

め
た
。
四
月
ま

で

に

皮
、
羊
毛

、
油
脂
な
ど
十

五
品
目

の
最
高
橿
格

を
慶

止
し
た
。
ま
た
其

後
原
棉
お
よ
び
全
繊

維

の
償
格
統
制
を

や
め
た
。

(
棉
慣
が
ポ

ン

ド
四

三

・
三
九

セ

ン
ト
を
超

え
れ
ば
再
統
制

が
豫
告

さ
れ

て
い
る
)
イ
ギ

リ
ス
で
も
木
材
、
茶

な
ど
多
く

の
商
品
が
自
由

と
な
り

つ

」
あ

る
。
輸

入
品

の
補
給
金
が
撤
康
さ
れ

つ

玉
あ

る
。
ま
た

こ
の
國
で
重
要
な
役
目

を
演

じ

て
い
た

大
量
買
付
も
段

々
そ

の
範
園

を
狭

め
て
い

る
。
こ

の
國

の
問
題

は
外
貨
準
備

の
,不

足
で
あ

る
。
第

一
吹
大
職
後

の
統
制
撤
塵
は

一
九
二
〇
1

二
三
年

に
行
わ
れ
た
が
、

一
九

五
〇
1

五

一
年

の
ブ

ー
ム
後

の
物
傾
低
落
期

が
丁
度
そ

の
時
期

に
相
慮

し
よ
う
と

し
て
い
る
。

二

世

界

貿

易

の
推

移

●

原

料
商
品

の
交
易

縁
世
界
貿
易

の
大
き
な
部
分

を
占
め
、
朝

鮮
擾
魁
勅
獲
以
來
そ

の
償
格

が
著

騰
し
た

の
で
、
世
界
貿
易

の
債
額
が
著

ミ

増
す

る

こ
と
は
豫
期

さ
れ

て

い
た
の
で
あ

る
が
、
實
際

は
敏
量
も
非
常

に
大
き
な
壇
加
を
示

し
た
。

一
九
五

一
年
上
牛
期

の
世
界

の
翰

出

貿

易

の
数
量

は
前
年

の
同
期

に
比
べ
て
二
〇

%

の
増

加
を

示
し
、
償
額

で
は
五
〇
%

の
増
加

と
な

つ
た
。
世
界

の
各
地
域

が

こ
の
貿
易
増

加

に
参
加

し
た
。

89

世
界
貿
易
橿
額

(輪
出
入
合
計
)

'

米
國

、

カ

ナ
ダ

㌃

ス
タ
ー
サ

ソ
グ
地
域

最

近

、

の

世

界

紹

濟

輩

位
億

ド

ル

一
九
四
九

二
五
六

三
一
=

'

三 二 九
〇=六 五
二 六Q

四 三 九
一 五 五

五 六 一
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商

學
・
討

究

第

三
管

第

三
號

。。離

E
霧

罫

ド
・
ア
イ
ス
ラ
y
ド
藤

く
)

二
八
。

二
九
七

四

蓋

'

ラ
テ
y
、
ア
メ
リ
カ

一
一
〇

一
門
六

,

一
六
〇

其

他

一
八
五

一
八
四

二
五
四

計

一
、

一
五
二

一
、

一
六
五

}
、
六
〇
〇

σ

敏

量

お

よ
び

慣

格

の
増

加

と
同

時

に
、

一
九

五

一
年

に
お

い
て
は
、

こ

と

に
そ

の
後

牛

か

ら
世
界

貿

易

は
基
調

の
攣

化

と
緊

張

が
見

ら

れ

、
若

干

の
國

々
に
と

つ

て
は

恐
慌

的
性

格

を

さ

え
幣

び
た

。

H

朝

鮮

擾
説

の
勃
嚢

後

、

原

料
生

産

諸

國

に
急
激

に
そ

の
外
貨

獲

得

が
増

加
し

、

や

が

て
著

干

の
時
間

的

ズ

ル
潅
も

つ

て
、

そ

の
外

貨

を

使

用
し
出

す

と

同

時

に
輸

入

が

急
・速

に
増

加

し
た

。

し

か

し
其

後

の
原

料

慣
額

の
下
落

は

こ
れ

ら

の
原

料
生
産

國

を
傷

め

つ
け
、

由

々

し

い
國

際

牧

支

の
赤
字

を

も

た

ら

し
た

。

も

つ

と
も

影
響

を

う

け
た

の
は

、

ス
タ

ー

リ

ン
グ

地
域

お

よ

び

ラ
テ

ン

・
ア

メ

リ
カ

の
諸

國

で

あ

る

。

一
例
を

あ

げ

る
と

、
オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ヤ

は
、

一
九

五
〇
年
七

月

か

ら

一
九

五

一
年

六
月

ま

で

の

}
年
間

に
、

二
億

五

千

百

万

オ

ー

・ス
ト

ラ
リ

ヤ

・
ポ

ン
ド

の
輸

出

超

泄
を

か

せ

い
だ

の
が

、

一
九

五

一
年
七

月

か
ら

一
九

五

二
年

六
月

の

一
隼

間

に
は
・
約

四
億

オ
.ー

ス
ト

ラ
リ

ヤ

・
ポ

ン
ド

の
輸

入
超

過

と

い
う
歌

態

を

示

し
た

。

オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ャ
國

際

牧

支

(
軍

位

、

百

万

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ャ

・
ポ
y
ド
)

一
大

四
九
-
五
〇

、

輪
出

(
f

…

b
)
及
金
生
産

楡

入

(
f

・
o

・
b
)

差

額

・

貿

易

外

牧

支

合

計

(一)(一)(+)

四 一 六
九 七 八

五 六
三 〇
八 六

一
九
五
〇

1
五

一

九
九

二

七
四

三

　
ヘ
ノ
+

二
四
九

X一
一
六

五

X+

八
四

(

一
九
五

一
ー

五

二

電
O

O

】
、

一
〇
〇

↓

四
〇

〇

×
一

二
〇

〇

X
騨

六

〇
〇

(

356
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●

の

⇔
他

の

ス
タ

ー
リ

ン
グ

地

域

の
外

貨

牧

入

の
減

少

は

つ
よ
く

・
ン
ド

ン
の
ド

ル

・
プ

ー

ル
を
璽

迫

し
た

。

英

國
自

身

の
國

内

事

情

も

こ

れ

に
よ

つ
て
そ

の
國

際

牧

支
は
悪

化

し

た

。
米

國

の
統

計

に
よ

る

と

、

一
九

五

一
年

上
牛

期

に
は

、

ス
タ

ー

ワ

ン
グ

地
域

全
艦

と

し

て

ρ

米
國

と

の
國

際

牧

支

は

三
億

一
千
万

ド

ル

の
受

取
超

過

を

示

し

て

い
た

が
、

下
牛

期

に
は

五

億
七

千

万

ド

ル

の
支
梯
超

過

に
急

韓

し

た
。

イ
ギ

リ

ス
に
た

い
す

る

マ
ー

シ
ヤ

ル
援

助

は

一
九

五

一
年

一
月

一
日

か

ら

、
新

ら

し

い
割

當

は

な

か

つ
た

が
、

そ

れ
ま

で

の
割

當

で
、
な

お
受

取

未
了

の
も

の
も

あ

り

、

ス
タ

ー
リ

ン
グ
地

域

と

し

て
は

一
九

五

一
年

に

二
億

五

千

万
ド

ル
を

受

取

り
、

そ

の
つ

ち

一
億

ド

ル
は

下

牟

期

に
受

取

つ

て

い
る

。

イ

ギ

リ

ス
自

身

の
統

計

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

て

の

一
九

五

一
年

央

に
起

つ
た

ス
タ
ー

リ

ン
グ

地
域

の
國
際

牧

支

の
攣

化

は

、
正

に
尉

的
攣

化
と

い
う

に
値

す

る
。

・

ス
タ
ー

リ

ン
グ

地

域

の
金

お

よ
び

ド

ル
勘

定

(
輩
位

百
万

ポ

ソ
ド
)

、

金 非 ド
お ド 其 英 ル
よ ル 投 物 地
び 地 他 賢 國 域

£ 辱 資 夢 あ

勢 叢 其 み 雷
ラ 引 イ

y他 ス
ス

(十)(一)(圭)(十)(一)(十)(十)一
二 ニ ー 一 二 九

八 五 四 〇 三 八 五

七 一 五 一 七 四 九 〇

一
九
五

一
上

　+

一
Q
O

X
一

九

六

×一

】

一

一

X
.

+

一
五

X+

一
九

六

X+

四

八

X+

一
四

八

(

一
九
五

一
下

　一
四
五
九

×幡
四
二
七

X二
三
二
五

X一

九

二

X一

三

二

X二

〇
四

X一
五

六
四

(

一
九

五

】
計

ラ一
三

五
九

メ
一
五

二

三

X
一
四
四

六

X
[

七
七

×+

一
六

四

X
一

五
六

X一
四

一
六

、

(

一
九

五

一
年

上
牛

期

に
お

い

て

一
九

六
百

万

ポ

ノ
ド

(
五

五
〇

百

万

ド

ル
)

に
上

つ
た
英

國

外

の

ス
タ

ー
リ

ン
グ

地
域

の
樹

ド

ル
地
域

57

受
取
超

過
は
、
下
牛
期

に
は
三
二
百
万

ボ

ン
ド

(
九
〇
百
万
ド

ル
)

の
支
梯
超
過

と
な
り
、
そ

の
上

に
英

本
國

の
支
佛
超

過
が
四

二
七
百

3

最

近

の

世

界

経

濟

一

嚇

,



●

商

學

討

究

第
三
巻

第
三
號

万
ポ

ン
ド

(約

一
、
二
〇
〇
百
万
ド

ル
)

に
上
つ
た
。

こ
の
傾
向
は

一
九
五
二
年

に
入
つ

て
も

つ
壁
き
、
一
九
五

一
年

六
月
末

に
は
三
八
億

92
,

下

ル
に
も
上

つ
た
英
本
國

の
金
ド
ル
準
備

が

本
年

三
月
末

に
は

一
七
爵
ド

ル
に
減
少

し
た
。
其

他

の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
地
域

の
そ
れ
も
減

少
し
、
さ
ら

に
こ
れ
が
英
本
國
を
憐
ま
し
た
。
英
本
國

の

一
九
五
〇
年

に
比

べ
て
、

一
九

五

一
年

の
貿
易
勘
定

の
悪
化
は

、

六
四
二

百
方

ポ

ン
ド

に
上

つ
た
が
、
大

ざ
つ
ば

に
、
そ

の
牛

は
交
易
條
件
悪

化

の
た
め

で
あ
り
、
宇

は
楡

入

量̀

の

増

加

(
一
六
%

)

の
た

め
と

い
え

る
。
そ
う
し

て
僅
か

の
部
分
が
輸
出

の
増

に
よ

つ
て
相
殺
さ
れ
た
。

フ
ラ

ン
ス
の
通
貨
ポ
ジ

シ
ョ
〃
も

一
九
五

一
年
中

に
激

し

い
逆
韓

を
し
た
が
、
部
分

的

に
は

イ
ギ
リ
叉

と
事
情
が
似

て

い
る
。

一
九

五

一
年
春

ま
で
は
、
金
お
よ
び
ド

ル
準
備
も

ヨ
ー

ロ
tッ
パ
支
佛
同
盟

に
お
け
る
貸
方
勘
定

も

、
と
も

に
堅
實

に
増
加
を
示
し

て
い
た
。
と

こ

ろ
が
、
そ

の
後

事
態

が
惑

化
し
て
、
十
月
十

一
日

に
は
そ

の
頂
黙

に
達
し
た

。
金
ド

ル
準
備

は
、
、
一
九

五

一
年
三
月
末

に
は
、
八
億

五
千

万
ド

ル
に
達

し
た
が
、
本

年
三
月
末

ま
で

の
間

に
三
億

ド

ル
を
失

い
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
支
彿
同

盟
の
關

係

で
は
同
じ
期
間

に

一
億
七
千
四
百

万
ド

ル
の
貸
方

で
あ

つ
た

の
が
、

三
億

五
千
百
万
ド

ル
の
借
方

に
韓

じ
た
。

こ

の
南
方
を
合
算
す

る
と
、

一
年

の
間

に
八
億

ド

ル
以

上
封

り

外
牧
支

が
悪
化

し
た

こ
と

に
な

る
。

一
九
五

一
年
下
牛
期
か
ら
は

フ
ラ

ン
ス
か
ら

の
逃
避

も

現
わ
れ
た
。
其
他

の
西
欧
諸
國
も

一
九

五
〇

年
ま

で
は
國
僚
牧
支

の
赤
字
を
減
少
す
る

こ
と

が
で
き
た

が
、
.
一
曳

五

一
年

に
お

い
て
は
逆
韓

を
み
た
。

国

ζ
れ
ら

の
各
國
貿
易

の
攣
化
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
米
國
貿

易

の
攣
化
と
密
接

に
關

連
し

て
い
る
。

一
九
四
九
年
下
牛
期

か
ら
喩

出

.超

過

の
減
少
が
始
ま

り

一
九
五
〇
年
第

三
四
牛
期

に
は
最
も
小
額

と
な

つ
た

。
世
界
各
國

の
ド
ル
不
足
も
緩
和

さ
れ
る
か

と
見

え
た

が
、

第

四
四
牛
期

か
ら
は
逆
韓

し
た

。

一
九
五

一
年

に
は
輸

出
超
過

は
四
十
億
ド

ル
、
貿
易
外
を
含
む
國
際
牧
支

の
受
取
超
過

は

五
十
億
ド

ル

.
に
達

し
た
。

米

國

の

外

國

-貿

易

(
翠
位

百
万
ド
ル
)

審

(
再
戦
出
、
援

助
准
含
む

)

楡

入

出

超

σ
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一
九
四
九

一
九

五
〇

L

九
互

一
九
五

二

第

一
四
牛
期

第

二

〃

第

三

〃

第
四

〃

第

一
四
牛
期

第

二

〃

第

三

〃

第

四

〃

第

一
四
牛
期

第

二

諺

第

三

〃

第

四

〃

第

一
四
牛
期

米

國

一
九

三
六
-

三

八

一
九

四
七

一
九

四

八

一
九

四
九

一
九

五
〇

】
九

五

一

,

最

近

の國

偵

額

酬
0
0

二
三
〇

ご
八
八

二
六

八

三
五
五

四
三
九

三
、

三

三

八

三
、

三

七

六

二
、

六

九

五

ご

、

山ハ
四

三

二
、

三

六

山
ハ

ニ
、

五

一
〇

二
、

四

五

一

ご
、

九

四

九

三
、

三

三

五

四
、

〇

一
九

三
、

占ハ
八

九

三

、

九

七

八

三
、

九

九

一

内 貿

易

指

激

-

消

費

輸

.
入

「

軍

償

数

量

一
〇

〇

一
〇
〇

二

一
三

一
〇

八

ご

三
五

一
二
三

二

二
四

=

一
〇

二
四

三

一
四
六

三
〇

五

一
四
四

あ

世

界

鰹

濟

一
、

七

八
九

一
、

宍

〇

一

一
、

四

七

八

一
、

七

五

五

一
、

八
八

九

一
、

九

言
=

ご

、

三

八

八

二

^

六

四

四

-

三

恥
〇

三

三

二

、

九

八
〇

ご
、

四
九

六

二
、

四

五

二

二
、

七

七

六
●

r

輸

慣

額

一
〇
〇

五

一
八

四
二
八

四
〇

八

三
四
七

五
〇
八

一
、

五

四

九

一
、

七
七

五

一
、

一
二

七

八

八

八

四

七

七

.

五

七

九
六

三

三
〇

五

三
〇

二

一
、

〇

三
九

一
、

一
九

三

一
、

五

ご

六

一
、

一
二

五

出

(
再
輸
出
を
含
ま
ず
)

箪

償

数

一
〇
〇

一
八
八

二
〇
〇

一
八
五

一
八
〇

二
〇
六

量

一
〇
〇

二
七
五

一二

四

二

二

一

一
九
三

二
四
七
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自

由

諸

國

の

金

融

政

策

-

一
九
五
〇
年

の
夏
、
朝

鮮
擾
臨

が
勃
稜
す
る
や
、
世
界
は
大

き
な
衝
撃

を
う
け
た

。
當
面

の
必
要

の
た
め
、
次
に
は
再
軍
備
努
力

に
關

蓮
し

て
、
各
國
政
府

の
支
出
.は
急
激

に
増
加
し
は
じ

め
た
。
そ

こ
で
之
の
場

合

に
、
職
時
経
濟

の
金
融
方
法
を
と
る
べ
き

か
否
か
、
通
貨

量
を

イ

ン
フ
レ
ー

シ
ヨ
ン
的
に
増
加

し
、

直
接
統
制

の
方
法
を
全
面
的
に
探

用
す

ぺ
き
か
、
ど
う
か
、
と
い
う

こ
と
が
公
然

の
問
題

と
な

つ
た
。
し
か
し
こ
れ

に
た

い
し
て
、

「
再
軍
備

は
職
孚

で
は
な

い
」

の
だ
か
ら
亭
時

的
原
則
で
や

つ
て
行

け
る

の
で
な

い
か
、
と

い
う
意

見
が
有
力

に
主

張
さ
れ
た
。
今
か
ら

朝
鮮
擾
臨

勃
稜
以
來

の
二
年

間
を

ふ
り
顧

つ
て
み
る
と
、
李
時
活
動

の
線
が
完

全

に
勝
利
を
得
た

こ

と
が
判

る
。
各
國
は
赤
字
財

政

の
方
法

に
よ
ら
う

に
、
再
軍
備

の
費
用
を
賄

つ
た
。
同

時
に
各
國

と
も

に
、
弾
力

性

の
あ

る
金
融
政

策
を

も

つ
て
物
債
問
題

を
克

服
し
、
日
常

取
引
を
阻
害
す

る
廣
汎
な
直
接
統
制

に
た
よ

る
こ
と
を

さ
け
た
。
資

源
の
豊

富
な
米
國

ば
か
り
で
な

く
、
實
際

上
凡

て
の
西
欧
諸
國
も
そ

の
経
常
支
出
は
経
常
牧
入

で
支
辮
し

た
。
そ

の
支
出

の
規
模
か
ら

い
つ
て
、
こ
れ
は
驚
く

べ
き
業
績

・
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。。
そ

の
財

政
を
堅
實
な
基
礎

に
お
く
た
め

に
、
多
く

の
國

々
で
は
、

そ

の
租
税

徴
牧

を
職
時

の
水
準
以
上

に
さ
え

,
引
上
げ
た
。
同
時

に
多
く

の
有
用
な
投
資
計
甕
を
延
期
し
、
い
ろ
ん
な
部
門

で
節
減

を
強
行

し
た
。

こ
れ
ら

の
犠
牲
が
た

え
忍
ぼ
れ
た

の

は
、

こ
れ

に
よ

つ
て
、
自
由
経
濟
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
、
外
國
貿
易

の
増

加
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
、
確

信

さ
れ
た
か
ら

で

あ
る
。
自
由
経
濟

に
お

い
て
は
浪
費
を
省
く

こ
と
が
で
き
、
物
資

の
供
給

が
ふ
え
、
'
よ
り
有
効
な
用
途

に
あ

て
ら
れ
、
そ

の
た
め

に
再
軍

備

の
た

め
の
國

民

の
負
捲
も

比
較

的
輕
く
、

イ

ン
フ
レ
ー

シ
ヨ
ン
の
危
瞼

を
阻
止
す

る
こ
と
が

で
き
る
と
考

え
た
か
ら

で
あ

る
。

し
か
し
こ
う

し
た
行
き
方

を
す

る
た

め
に
は
健

全
豫
算
政
策
だ
け

で
は
十
分
で
な
い
。
徹
底

し
た
金
融
政
策

で
補
完
さ
れ

る
必
要

が
あ

る
。

こ
の
鮎

に
お

い
て
過
去

の
二
年
聞

に
は
最
も
注

目
す

べ
き
焚
展

が
み
ら

れ
た
。
金
利

が
看

過
す

る
こ
と

の
で
き
な

い
通
貨
管

理

の
疋

常
な
手
段

と
し

て
再

確
認

さ
れ
た

こ
と
は
そ

の

一
つ
で
あ
る
。
も

ち
ろ

ん

一
ヶ
月

に
二
%
も
三
%
も
多
く

の
商
品

の
悟
格

が
高
騰
す

る
よ

360
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う
な
場
合

に
は
、

一
%

や

二
%

の
割
引
歩

合

の
引
上
は
、
信
用
制
限

に
効
果
は
薄

い
。
し
か
し
物
慣
高
騰

が
と

讐
ま
る
と
、
割

引
歩
合

の

引
上
そ

の
他

の
信
用
政
策
は

、
國
内
均
衡

の
恢
復

お
よ
び
國
際

牧
支

の
改
善

に
、
大

き
な
効
果
を
演
す

る
も

の
だ
。
嚴
格
な

金
融
政
策
を

最
初

に
探

用

し
た

ベ
ル
ギ

ー
、
イ
タ
リ
ー
な

ど

の
國

々
が
、
そ

の
政
策
を
忠
實

に
實
行
し

つ
璽
け
n
そ

の
利

釜

に
つ
い
て
疑
念
を
持
た
な

か

つ
た

こ
と
も
、
注
目
す

べ
き
事
實

で
あ

つ
た
。
他
方
敏
年
間

低
金
利
を
維
持
し

て
い
た
國

々
も
順
次
そ

の
態

度
を

か
え
た

。

一
九

五

一

年

に
お
け

る
二

つ
の
顯

著
な
事
例

は
米
國

の
金
融
政
策

の
憂
化
と
、

イ
ギ
リ

ス
の
短
期
金
利

の
引
上

で
あ

る
。

こ
と
に

一
九

五

一
年
春
か

ら
始

ま

つ
た
米
國

の
新

金
融
政
策
が
歳
功

し
た
こ
と
は
、
基
本
的
重
要
性
を
も

つ
も

の
で
あ

つ
た
。
ド

ル
の
安
定

の
糠
績
は
國
際
通
貨
制

度

の
正
常

活
動

の
最
も
緊
要
な
條
件
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

米
國

の

一
九

五

一
ー

五
二
年
度

の
連
邦
支
出
は
、
七

】
○
億

ド

ル
と
見

積
ら
れ
、
朝
鮮
擾
胤

以
前

に
比

べ
七

六
%

の
増
加

で
あ
り
、

一

九

五
二
ー

五
三
年
度

は
さ
ら

に
八
五
〇
億

ド

ル
に
ま

で
増
加
す

る
も

の
と
豫
想

さ
れ

た
。
こ
れ

に
た

い
し
て
税

率

引

上

が
急
速

に
行
わ

れ

、
こ
れ
ら

の
支
出

の
た

め

に
年
度
内

の
借
入
を
除

い
て
、
借

入
に
訴

え
る
必
要
は
な
か

つ
た
。
國
民
所
得

の
増
加

の
た
め

に
、
豫
想
以

上

の
税

牧
入
を
畢

げ
た
。

し
か
も
政
府

の
消
費
を
差
引

い
て

一'般
國
民

の
浩
費
ま
た
は
投
資

に
騰

さ
れ

る
國

民
所
得

の
部
分
は
僅

か
な
が

ら
増
加
す

る
歌
態

で
あ

つ
た
。

し
た

が
つ
て
國
民
消
費

お
よ
び
投
資
を

抑
制
す

る
必
要

は
あ

つ
た

が
、
こ
れ
を
減
額
す

る
必

要
は
な
か
つ

た
。
し
た

が
つ
て
不
當
な

信
用
膨
脹
を
さ
け

る
こ
と
が
問
題

で
あ

つ
た
。
次

の
よ
う
な

信
用
政
策

が
探

用
さ
れ
た
。

日
消
費
者

月
賦
販
費
信
用

、
不
動
産
信
用
、
株
式
市
場
信
肚

の
供
奥

に
つ
い
て
、
特
殊

の
最
低
條

件
が
規
定

さ
れ
た
。

(
月
賦
信
用
統

制

本
年

五
月

廣
止
)

望

九
五
・
年
八
是

邦
講

軽

の
公
定
割
引
歩
A
暴

一
珍

か
ら

一
勢

に
引
上
げ
ら
れ
た
・

日
蓮
邦
準
備
加
盟
銀
行

の
支
彿
準
備
割
合
が
引
上
げ
ら

れ
た
。

一

㈲

一
九

五

一
年
三
月

に
は
連
邦
準
備
制
度

の
公
開

市
場

政
策

が
攣
更

さ
れ
、
政
府
誰
券

の
買

入

が
減
少
す
る

こ
と

」
な

つ
た

。

最

近

の

世

界

終

濟

361
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国

一
九
五

一
年
三
月
に
は
公
債
の
借
替
操
作
が
行
わ
れ
、
二
ん
↑利
付
市
場
性
債
券
を
二
ん
利
付
償
還
制
限
の
市
場
性
の
な
い
債
雰
と

辱

t

輔

竃

交

換

さ
れ
た
。

㈹

一
九
五

一
年

三
月

に
は
、
金
融
機
關

に
よ
る
任
意

的
な
信
用
制
限
計
養

が
組
…織
さ
れ
た

。

(
本

年
五
月
慶
止

)

米
國

の
信
用
政
策

の
決
定
的
な
攣
化
は

、

一
九
五

一
年
三
月
四
U
に
嚢

表

さ
れ
た
財

務
省

と
連

邦

準

備

制
度

と

の
協
定

の
結
果

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

つ
て
、
そ
れ
ま

で

の

一
定

の
利

廻

の
維

持
を
目
標
と
し
た
公
債

の
牛
自

働
的
な
買

支

え
政
策

が
拠

棄
さ
れ
た
。

公
債

の
市

債
を
引

上
げ

る
た

め
に
、
新
し

い
創
造
信
用
を
市
場

に
注

入
す

る
こ
と
は
行

わ
れ
な
く

な

つ
た
。
そ

の
結
果
銀
行

は
公
債
を
第

一
線
準
備

と
見

る
こ
と

が
で
き
す
銀
行

の
現
實

の
流
動

性
は
減
退
し
た
。
金
利
引
上
そ

の
他

の
こ
れ
ら

の
政

策
は
、
次
に
述

ぺ
る

ヨ
ー

ロ
ツ
パ

の
標

準

か
ら

み
る
と
、
非
常

に
温
和

で
あ

る
が
、
米
國

に
國
際
牧
支

の
赤
字

の
問
題
は
な
く
、
受
取
超

過

つ
嘗
き
で
、
・む
し

ろ
そ

の
額
が
少

し

で
も
減

る
こ
と
は
、
世
界

の
ド

ル
不

足

の
緩
和

と
い
う
鮎

か
ら
も
、
ま
た

い
ろ

い
ろ
な
親
勲
か
ら
獄

迎

さ
れ
る
位

で
、
國
内
均
衡

の
問
題

は
あ

つ
て
も
、
そ

れ
は
國
際
均
衡
を
ね
ら
う

ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ

ク
な
も

の
で
あ
る
必
要

は
な
か

つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
政
策

は
濫
和

で

あ
る
が
、
周
到

に
計
聲

さ
れ

て
い
て
、

い
ろ

い
ろ
な
方

策

の
集
積

し
た
効
果

に
よ

つ
て
、
信
用
供
與

⑳
可
能
性

は
減
少
せ
し

め
ら

れ
、

一

九

五

一
年

の
新

信
用
供
與
額

は
前
年

に
比
べ
て
著
し
く
減
退

し
た
。
反
面
信

用
需
要

は
引

つ
貸
き
旺

盛

で
あ

つ
た

の
で
、
大
銀

行

の

一
流

貸
出

の
利
牽

も
、

一
九
五
〇

年
央

に
は

二
%
で
あ

つ
た

の
が
、

一
九
五
.一
年
末

に
は
三
%

に
上
昇

し
た

。
そ

の
他

の
金
利
も
若

干

の
上
昇

を
示
し
た
。

ー

イ
ギ
リ

ス
の
問
題
は
も

つ
と
深
刻
だ
。
國
際
牧
支
は
劇

的
な
攣
化
を
示

し
た
。
再
軍
備

は
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
國
防
費

は

一
九
四

九
-

五
〇
年

の
七
四
四
百
万
ポ

ン
ド
、

一
九
五
〇

1
五

一
年

の
八
三
〇
百
万
ポ

ン
ド

に
た

い
し
、

一
九
五

一
ー

五
二
年

に
は

一
、

=

桶九
,

百
万
ポ
シ

ド

に
激
増

し
た
。

一
九
五
二
ー

五

三
年

の
豫
想

は

一
、
四
六
二
百
万
ポ

ン
ド

に
上
る
筈

だ

。
米
國

の
軍
事
援
助

二
三
八
百
万
下
ル

サ

ニ

の
ポ

ン
ド
換

算
額

を

見
込

ん

で
も

一
、

三
七

七

百

万
ポ

ン
ド

に
上

る
。
國

内

の
生
産

は

せ
,い
ぜ

い
ニ
ー

ニ
ツ

%

よ

り

ふ

え
な

い
。

そ

こ
で

・

ら
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入

[
割
削
減

と
い
う
よ
う
な
懸
急
方
策
も

と
ら
れ
た
。

し
か
し
よ
り
重
要
な

の
は
國
内
金
融
政
策

で
あ

つ
て
、
今

回

の
イ
ギ
リ

ス
の
輕

、

濟
的
均
衡
恢
復
計
甕

の
大
き
な
重
黙
は
金
融
政
策

に
お
か
れ
た
。

.

,

㍉

イ
ギ
リ

ス
に
お

い
て
は
、
す

で
に

一
九

四
七
年

頃
か
ら
公
債

の
贋
格

は
市
場
遭
随

の
方
針
が
と
ら
れ

、

一
九

四
九
年

に
は
そ

の
利

廻
は

三
乳

%
に
達
し
、
異
常
な
低
金
利
些

長
期
の
部
門
で
は
号

か
ら
鍵

さ
れ
て
い
た
。
短
期
の
信
用
に
つ
い
毒

質
的
統
制
は
試
み
ら

れ
て
い
た
が
、

一
九
五

一
年
ト

一
月
か

ら
は
、
短
期

信
用

の
量

に
つ
い
て
大
規
模

の
統
制

に
乗
出

し
た

。

の
十

一
月

八
日

に
は
、
イ

ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行

は
そ

の
割
引

歩
合

を
二
労

か
ら

二
ん
↑%

に
引

上
げ
た

。

一

・

口
大
藏
省
誰
券

の

一
定
利
率

に
よ

る
無
制
限
買
上
を
や
め
,
同
讃
券
捲
保

に
よ

る
短
期
貸
出
を
行

う

ご
と

㌧
し
た
。

㊨
短
期
國
債

の
借
換
を
行

い
、
銀
行

の
流
動
資
産
を
減
少
せ
し
め
た
。

　

の

㈱
質
的
統
制
を

張
化
し
た

。

さ
ら
に

一
九

五
ニ
ー
五

三
年

度

豫

算

演

説

に
お

い
て
示

さ
れ
た
種

々
の
方
策
と
同
時

に
、
實

に
思

い
き

つ
た
金
利

の
引

上
が
行

わ
れ

メ

セ

ロ
　

ニ

た

。
豫
算
演

詮

の
日
、

一
九

五
二
年
三
月

十

一
日
か
ら
行

わ
れ
た
、
マ

ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
割
引
歩

合

の
二
/

%
か
ら
四
%

ぺ

の
引

上

が

の

こ
れ

で
あ

る
。
市

中
銀
行
は
、
定
期
預
金

の
利
奮

、
+

万

に
乳

%
か
ら
㌔

%
に
引

上
げ
た
が
、
こ
聖

同
時

に
、
三
月

に
は

ぬ

%

か
ら
二
%

に

一
學

に
引

上
げ
た

。
大

口
貸
出

の
利
卒
は
普
通

公
定
歩
合

の
た

%
増

で
あ

つ
た

が
、
.
こ
れ
を

一、%
増

に
し
た
。

誰
券
市
場

で

へ

は
、
公
債
も
砒
債

も
そ

の
建
値
が
著
落
し

た
。

バ
ト
ラ
ー
藏
相

は
豫
算
演
読

で
次

の
よ
う

に
述

べ
た
。

リ

ロ

し

ノ

「
こ
れ
は
激

し

い
引
上
げ
だ
。

こ
れ

に
よ

つ

て
、
世
界

に
た

い
し

て

わ
れ
わ
れ
が
わ
が
國

の
大

い
な

危

機

を

認

め
る

ば
か
り

で
な

く

、
或

い
は
徴
迎
は
さ
れ
な

い
か
も
知

れ
な

い
が
、
あ
ら
ゆ

る
確
固
た

る
方

策
を
と

つ
て
庭

理
す

べ
く

決
心
し

て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ

る

だ
ろ
う
。

こ
の
比
較

的
高

い
金
利

へ
の
引
上

は
、
現
歌

に
お

け
る
・、
わ
れ
わ
れ

の
通
貨
擁
護
職

の
重
要
部
分
を
な
す
も

の
だ
」
と
。

フ
ラ
ン

ス
は

一
九

五

一
年

に
お

い
て
も
國
民
所
得

の
八
%
を
國
防
費

に
あ

て
た
。

一
九
五
二
年
は

一
二
%

に
上
る
は
ず

で
あ

つ
た
。
し

ρ

最
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b

9

商

學

討

究

第

三

巻

'第

三
號

-

.

,

・

ら

ム

か
も
引

つ

ビ
き
政
府
財
政
は
五
ー

六
千
億

フ
ラ

ン
の
赤
字

で
あ

つ
た
か
ら
、
直
接

フ
ラ

ン
ス
銀
行
か
ら

の
借
入
は
増
加

七
な
か

つ
た

が
、

%

見
返
資

金

や
郵
便
貯
金

は
政
府
財

政

の
た

め

に
使
わ
れ
、
そ

の
上
國
庫

は
市
中

銀
行
か
ら
借

入
を
行

つ
た
。
ま
た
喩

入

の
増
加

に
關

蓮
し

て
新

し

い
信

用
が
必

要
と
な

つ
た
。
そ

の
結
果
市
場
資

金

に
締

め
萬

さ
れ
た
企
彙

は
市
中
銀
行

に
殺

到
し
、
市
中
貸
出

は

一
九
五

一
年

に

四
〇
%

の
増
加
を
示

し
た
。

.

-

噛
そ

こ
で
金
お
よ
び
外
國
爲
替
準
備

が
激
減
す
る
や
、
そ
れ
ま

で
の
金
融
政
策
を
劃
期
的
に
強
化
し
た

。

e

フ
ラ
ン

ス
銀
行

は

一
九
五
〇
年

十
月

に
割
引
歩
合
を
二
た

%
か
ら
三
%

に
、
さ
ら
に

一
九
五

一
年
十

一
月

に
は
四
%

に
肌

上
げ
た
。

　

ね

⇔
各
銀
行

の
フ
ラ

ン
ス
銀
行

よ
り

の
割
引
制
限

額
と
最
低
支
彿
準
備
は
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
月
末
毎

で
な
く
、
日

々
攣
更

強
化
さ
れ
た

。

日
割
引
制
限
額

は

一
〇
%
だ
け

の
限
度
超

過

が
認

め
ら
れ
た

が

(
フ
ラ

ン

ス
銀
行

に
た

い
す

る
買
戻
約
款
付
手
形
費
却

)
と
れ

に
は
五

ニ
!

%

の

高

率

が

適

用

さ

れ

た

。

、

、

-

一

αの
銀
行
が
貸
出

に
つ
き

フ
ラ

ン
ス
銀
行

の
事
前
承
認
を

求
む

ぺ
き
限
度

は
、

一
億

フ
ラ

ン
か
ら
五
億

フ
ラ

ン
に
引

上
げ
ら

れ
た
が
、
事

業
金
融

の
重
要
な
部

分

を
し
め

る
割

引
が
こ
の
う
ち

に
加

え
ら

れ
、
大

ロ
借
主

に
た

い
す

る
監
視
が
嚴
重

に
な

つ
た

。

し
か
し
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は

、

こ
れ
ら

の
方
策
も
な
お
十
分
な
効
果
を
學

げ
た

と
は

い
え
ぬ
。

一
九
五
二
年
春

に
は
、
新
内
閣

は
楡

入
制
限

、
豫
算
節
約
、
金
約
款
付

公
債
爽
行
な
ど
種

々
の
方
策

を
始
め
た

。

t
か
し
増
税

は
イ
ツ
フ

レ
ー
シ
ヨ
ン
心
理

の
横
行

し

て
い
る

と
こ
ろ

で
は
、
、
更

に
物
債

の
高

騰
を
俘

う
と

い
う

の
で
こ
れ
を

さ
け
て
い
る
。

,

ぼ
へしロ

そ

の
他

の
國
際
牧

支

の
不
均
衡

に
な

や
む
國

々
も
ま
た

、
國

内
信
用

の
抑

制

に
よ
る
國
内

均
衡

の
恢
復

に
よ

つ
て
こ
れ

を
切
抜

け
よ
う

ゆ

'
と
、

ほ

f
同

一
方
向

の
努

力

を

行

つ
た

。

・

.

9

ベ

ル
ギ

ー
は

十
分

の
外

貨

準

備

を
も

つ
て

い
る
が

、

一
九

五

〇
年

九

月

に
は

、
割

引

歩

合

を
三
ノ
畑
%

か
ら

三
・ん

%

に
引

上

げ

、
輸

入

ヴ
ヨ

　

取
引

に
基
く
手
形

の
割
引
條
件
を
引

し
め
た
。
市

中
銀
行

は
鴻
費
者

信
用
を
制
限

し
、
投
脚機

目

的

の
貸
出
を
行
わ
ざ

る
よ
う
要
請

さ
れ
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ゼ

,

た
。
同
國

輸
出
品

に
た

い
す
る
需
要
が
ふ
え
た

こ
と

に
も
よ
る
が
、
國
際
牧

支
は
受

取
に
韓

じ
た
。

⇔
酉
ド
イ

ツ

に
お

い
て
は

一
九

五
〇
年
七
月
・

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
支
梯
同

盟
の
割
當
信
用

が
渦
渇

し

て
、
追
加
信

用
を
求

め
る
と
同

時

に

レ

ン
ダ

ー

・
バ

ン
ク
の
割
引
歩
合
を
四
%
か
ら

六
%

に
引

上
げ
・
銀
行

σ
支
梯
準
備

割
㌘
口
を
引
上
げ
た
。
さ
も

に

一
九
五

一
年

一
月

に
は
銀

行

の
短
期
信
用
供
奥
額
を
顧
客

の
資
本

お
ま

び
準
備
金

の

一
定
倍

に
制
限
し

た
。
か
く

て

一
九

五

一,年
五
月

に
は
追
加
信

用
む
返
還

し
同

年
末

に
は
若
干

の
剰

余
を
持

つ
に
い
た

つ
た
。

日
イ
タ
リ
ー
は
新

し
い
方
策
を
と
ら
な

か
り
た
が
、
そ
れ
ま

で
の
信

哨
抑
制
政

策
を
嚴
重

に
實

施
し
た
。

α的
ス

エ
ー
デ

ン
は

一
九
五
〇

年
七
月
申
央
銀
行

の
市
場
買
入

に
よ
り
政
府
誰
雰

の
利
廻
を
三
%

に
維
持
す

る
方
策
を
停

止
し
た
。
そ

の

ニ

後

十
二
月
に
は
割
引

歩
合
を
こ
ソ

%

か
茅
三
%

に
引

上
げ
、

こ
の
標
準

に
よ
る
政
府
鐙
券
買

入
を
再
開
し
た
が
、

「
九

五

一
年
秋

に
、
國

際
牧
支
が
剰

余
を
示
し
、
市
場

に
そ

の
資
金

が
流
入
す

る
よ
う

に
な

る
と
、
ま
た

こ
れ
を
停

止

し
た

。

㊨

ノ
ル
ウ

エ
ー

で
は
政
府
誰
券

の
利
廻
が

二

・
五
%

か
ら

二

・
八
%

に
引
上
げ
ら
れ
た
。

'

㈹
デ
ン
了

ク
で
は
公
定
割
引
歩
合
を

一
九
五
〇
年
七
月
に
、
三
乳
%
か
ら
四
%
に
、
+

百

に
四
%
か
ら
五
%
に
引
上
げ
る
蓑

、

精
密
な
金
融
方
策
を

と
つ
た

。

.

、

.

㈹
オ
ラ
ン
ダ

で
も

公
定
割
引
歩
合
を

一
九

五
〇
年
九
月

に
二
ん

%

か
ら
三
%
に
、
一
九
五

一
年

四
月

に
は
さ
ら

に
四
%

に
引
上
げ

た
。

　

㈹

フ
ィ

ン
ラ
ン
ド

で
は

一
九

五
〇
年
十

一
月
、
公
定

割
引
歩
合
は
五
ん

%
か
ら

七
ん

%

に
引

上
げ
ら
れ
た
。

ギ
リ

シ
ヤ
を

除

く

ヨ

ー

三

三

ロ
ッ
パ

の
最
高

で
あ

る
。

一
年
後

に
は
安
定
計
聲

が
動

き
出
し
た
。

覧

●

卯

、
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